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神保原駅北まちづくり 町民ワークショップについて 

１．町民ワークショップのねらい 

地域の活性化やコンパクトで持続可能なまちづくりを推進するにあたり、将来、まちを使う人（居住者や駅

利用者、来訪者、土地を活用したい人）が使いやすいまちにすることで、より多くの人が住み、訪れ、活用し

愛着を持つことができるまちにすることが重要です。 

そのために、まちづくりに関心のある方々に集まっていただき町民ワークショップを実施し「どのように

過ごし、暮らしたいか」「どのようにすれば賑わいや暮らしやすさが生まれるか」、そして「将来、駅北をど

のようにしたいか」の観点から意見を引き出し、神保原駅北地区が誇れるまちとなるように、まちづくりの

具体化に向けた機能配置、施策・事業、またそれらの進め方について、基本計画に反映させていきます。 

またメンバー構成は、公募メンバーのほか、柔軟な発想を持ち、将来まちの中心となる中学生メンバーを配

置し貴重な意見の取りこぼしが起きない仕組みで実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．開催内容                       

（１）開催日 令和 4 年 4 月 10 日（日）／令和 4 年 5 月 15 日（日）／令和 4 年 5 月 29 日（日） 

（２）時 間 午前 10 時～正午 

（３）会 場 上里町役場 ４F 大会議室 

（４）内 容 

 

   テーマ 内容 

第 1回 
『将来の駅北のまちでこんな風に 

「過ごしたい」、「暮らしたい」を伝えよう』 

将来、駅北でどんな風に過ごしたいか、どんな暮らしがし

たいか、皆さんが描く駅周辺について話し合いをします。 

第 2回 
『賑わいや暮らしやすさを生み出すための 

アイデアを話し合おう』 

第 1 回の話し合いを踏まえて、賑わいや暮らしやすさを生

み出すための方法について、皆さんからアイデアを出して

いただきます。 

第３回 『私たちのまち 将来の駅北を描こう』 

第 1 回～第 2 回で検討した内容を踏まえて、各チームで思

い描く「駅北のまちづくり」についての取りまとめをおこな

い発表し意見交換を行います。 
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３．実施方法                                  

・１テーブル 5 名程度で協議する 

・テーブルごとに事務局から進行役を配置する 

・各テーブルに大判図面（現況図、道路概略平面図 

等）を用意し、議題についての意見を出し合う  

・各テーブルで意見を取りまとめ代表者が発表する 

 

 

 

 

 

 

４．募集方法等                                  

❖公募メンバー 

（１）募集人数  15 名程度／5 名程度×3グループ 

（２）募集方法  広報、町 HP、駅へのポスター掲示などにより周知。 

（３）応募資格  町内在住および在勤の方 

（４）募集期間  令和 4 年３月１日（火）～３月 18 日（金） 

（５）その他   申し込み多数の場合は先着順による参加 

❖中学生メンバー 

（１）募集人数  6 名程度／6 名程度×１グループ 

（２）募集方法  中学校長へ推薦依頼（上里中、北中 各 3 名） 

（３）推薦条件  令和 4 年度の中学 3 年生  

                  

５．今後のスケジュール 
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